
二　
月　
経　
済　
危　
機　
の　
背　
景　
　　

そ　
も　
そ　
も　
全　
て　
は　
、　
二　
○　
○　
○　
年　
の　
夏　
か　

ら　
、　
少　
し　
ず　
つ　
そ　
の　
兆　
し　
を　
見　
せ　
は　
じ　
め　
て　

い　
た　
。　
ト　
ル　
コ　
で　
は　
一　
九　
九　
九　
年　
一　
二　
月　
に　

一　
七　
条　
の　
ス　
タ　
ン　
バ　
イ　
契　
約　
が　
調　
印　
さ　
れ　
た　

こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
三　
党　
連　
立　
政　
権　
に　
お　
け　
る　

イ　
ン　
フ　
レ　
抑　
制　
政　
策　
が　
実　
施　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　

イ　
ン　
フ　
レ　
抑　
制　
政　
策　
へ　
の　
最　
大　
の　
鍵　
と　
し　

て　
、　「　
為　
替　
相　
場　
を　
イ　
ン　
フ　
レ　
の　
歯　
止　
め　
と　
し　

て　
利　
用　
す　
る　
こ　
と　
」　
が　
計　
画　
さ　
れ　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
ま　
る　
で　
、　
ト　
ル　
コ　
と　
い　
う　
船　
を　

救　
う　
為　
に　
一　
つ　
の　
錨　

い　
か　
り　

を　
イ　
ン　
フ　
レ　
と　
い　
う　
激　

流　
に　
下　
ろ　
し　
た　
よ　
う　
な　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

国　
際　
通　
貨　
基　
金　
（　

）　
の　
専　
門　
家　
達　
が　
ト　
ル　
コ　
の　

為　
に　
公　
案　
し　
た　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
に　
従　
っ　
て　
、　
三　

○　
年　
間　
も　
高　
イ　
ン　
フ　
レ　
率　
（　
三　
○　
％　
〜　
一　
○　

○　
％　
）　
に　
悩　
ま　
さ　
れ　
て　
い　
る　
ト　
ル　
コ　
で　
、　
物　

価　
の　
値　
上　
げ　
の　
原　
因　
で　
も　
あ　
り　
、　
結　
果　
で　
も　

あ　
る　
外　
国　
為　
替　
の　
上　
昇　
を　
調　
整　
す　
る　
こ　
と　
で　

イ　
ン　
フ　
レ　
抑　
制　
を　
図　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

同　
様　
に　
イ　
ン　
フ　
レ　
の　
原　
因　
で　
も　
あ　
り　
、　
結　

果　
で　
も　
あ　
る　
「　
政　
府　
の　
財　
政　
赤　
字　
」　
も　
管　
理　

下　
に　
置　
か　
れ　
、　
将　
来　
、　
二　
度　
と　
こ　
の　
よ　
う　
な　

事　
態　
を　
発　
生　
さ　
せ　
な　
い　
為　
の　
対　
策　
が　
ね　
ら　
れ　
、　

大　
々　
的　
な　
一　
連　
の　
改　
革　
が　
行　
わ　
れ　
る　
は　
ず　
で　

あ　
っ　
た　
。　

こ　
の　
改　
革　
と　
は　
、　
広　
い　
範　
囲　
に　
わ　
た　
る　
国　

営　
企　
業　
の　
民　
営　
化　
、　
社　
会　
保　
障　
制　
度　
の　
改　
革　
、　

税　
制　
改　
革　
、　
政　
治　
家　
の　
経　
済　
へ　
の　
影　
響　
力　
を　

最　
小　
限　
に　
制　
限　
す　
る　
こ　
と　
等　
で　
あ　
る　
。　

そ　
し　
て　
こ　
の　
改　
革　
の　
為　
に　
以　
下　
の　
よ　
う　
な　

対　
策　
が　
と　
ら　
れ　
た　
。　

●　
　　
二　
○　
○　
○　
年　
に　
突　
入　
す　
る　
直　
前　
に　
、　
財　

政　
赤　
字　
・　
予　
算　
赤　
字　
を　
埋　
め　
合　
わ　
せ　
る　
為　
の　

第　
一　
歩　
と　
し　
て　
、　
公　
共　
機　
関　
利　
用　
料　
金　
の　
値　

上　
げ　
が　
行　
わ　
れ　
た　
。　

●　
　　
一　
年　
六　
ヶ　
月　
間　
の　
外　
国　
為　
替　
の　
上　
昇　
率　

が　
あ　
ら　
か　
じ　
め　
設　
定　
さ　
れ　
た　
。　

年　
間　
約　
八　
○　
％　
、　
月　
間　
約　
五　
‐　
六　
％　
の　
イ　

ン　
フ　
レ　
上　
昇　
率　
に　
対　
し　
、　
外　
国　
為　
替　
の　
上　
昇　

は　
中　
央　
銀　
行　
の　
管　
理　
下　
で　
月　
々　
二　
‐　
一　
％　
程　

度　
に　
始　
ま　
り　
、　
最　
大　
○　
‐　
九　
％　
ま　
で　
の　
増　
加　

率　
抑　
制　
が　
図　
ら　
れ　
た　
。　
こ　
の　
レ　
ー　
ト　
に　
従　
い　
、　

中　
央　
銀　
行　
は　
自　
由　
に　
外　
国　
為　
替　
を　
売　
買　
で　
き　

る　
と　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　

●　
　　
同　
時　
に　
急　
速　
な　
民　
営　
化　
政　
策　
が　
開　
始　
さ　

れ　
た　
。　
政　
策　
は　
良　
好　
な　
足　
取　
り　
で　
幕　
を　
開　
け　
、　

大　
き　
な　
成　
果　
と　
共　
に　
ト　
ル　
コ　
史　
上　
最　
大　
の　
民　

営　
化　
が　
実　
現　
し　
た　
。　

●　
　　
株　
価　
が　
記　
録　
的　
な　
伸　
び　
を　
見　
せ　
る　
中　
、　

政　
府　
に　
対　
す　
る　
信　
頼　
が　
増　
し　
、　
政　
府　
は　
国　
内　

か　
ら　
、　
よ　
り　
少　
な　
い　
金　
利　
で　
、　
よ　
り　
長　
期　
的　

な　
ロ　
ー　
ン　
を　
得　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
国　
家　
に　
と　
っ　
て　
大　
変　
な　
危　
険　
な　

状　
態　
で　
あ　
っ　
た　
。　
な　
ぜ　
な　
ら　
、　
国　
内　
で　
の　
ロ　

ー　
ン　
定　
期　
は　
二　
○　
○　
日　
以　
内　
と　
い　
う　
あ　
ま　
り　

に　
も　
短　
い　
期　
間　
で　
あ　
り　
、　
政　
府　
は　
高　
額　
の　
予　

算　
を　
発　
表　
す　
る　
一　
方　
、　
多　
額　
の　
利　
子　
負　
担　
と　

直　
面　
し　
た　
。　

こ　
れ　
が　
ま　
た　
財　
政　
赤　
字　
に　
あ　
お　
り　
を　
か　
け　

た　
。　
財　
政　
赤　
字　
が　
増　
え　
る　
と　
、　
信　
用　
が　
失　
わ　

れ　
る　
。　
信　
用　
が　
失　
わ　
れ　
る　
と　
、　
金　
利　
が　
上　
昇　

し　
、　
ロ　
ー　
ン　
の　
期　
間　
が　
短　
く　
な　
る　
。　
ロ　
ー　
ン　

の　
期　
間　
が　
短　
く　
な　
る　
と　
、　
さ　
ら　
に　
一　
層　
の　
財　

政　
赤　
字　
を　
引　
き　
起　
し　
て　
い　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
悪　
循　
環　
を　
断　
ち　
切　
る　
為　
の　
第　
一　
歩　
は　
、　

予　
算　
赤　
字　
を　
減　
ら　
し　
、　
赤　
字　
を　
埋　
め　
合　
わ　
せ　

る　
為　
の　
収　
入　
源　
を　
確　
保　
す　
る　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　

●　
　　
ま　
ず　
予　
算　
赤　
字　
を　
低　
減　
さ　
せ　
る　
為　
、　
公　

務　
員　
の　
給　
与　
値　
上　
げ　
が　
最　
小　
限　
に　
止　
め　
ら　
れ　
、　

各　
種　
付　
加　
税　
が　
制　
定　
さ　
れ　
た　
。　

●　
　　
民　
営　
化　
に　
よ　
っ　
て　
、　
財　
政　
赤　
字　
の　
一　
部　

分　
が　
埋　
め　
合　
わ　
さ　
れ　
た　
。　

●　
　　
国　
内　
ロ　
ー　
ン　
の　
返　
済　
期　
限　
が　
、　
延　
長　
さ　

れ　
た　
。　

●　
　　
海　
外　
か　
ら　
の　
さ　
ら　
に　
長　
期　
的　
な　
ロ　
ー　
ン　

が　
実　
現　
し　
た　
。　

一　
一　
月　
経　
済　
危　
機　

は　
じ　
め　
は　
全　
て　
が　
順　
調　
に　
進　
ん　
で　
い　
た　
が　
、　

二　
つ　
の　
問　
題　
が　
国　
内　
・　
国　
外　
両　
市　
場　
に　
緊　
張　
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感　
を　
与　
え　
始　
め　
て　
い　
た　
。　

一　
つ　
は　
、　
夏　
期　
に　
突　
入　
す　
る　
と　
共　
に　
、　
政　

治　
家　
達　
が　
そ　
れ　
ま　
で　
の　
成　
果　
と　
、　
得　
ら　
れ　
た　

援　
助　
に　
気　
を　
緩　
ま　
せ　
、　
踏　
み　
込　
ま　
な　
け　
れ　
ば　

な　
ら　
な　
い　
政　
策　
に　
二　
の　
足　
を　
踏　
ん　
で　
い　
た　
こ　

と　
。　（　
例　
／　
ト　
ル　
コ　
・　
テ　
レ　
コ　
ム　
の　
民　
営　
法　
を　

な　
か　
な　
か　
制　
定　
し　
な　
か　
っ　
た　
等　
）　

二　
つ　
目　
は　
、　
為　
替　
相　
場　
が　
抑　
制　
さ　
れ　
る　
イ　

ン　
フ　
レ　
率　
以　
下　
に　
抑　
え　
ら　
れ　
、　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　

の　
価　
値　
が　
上　
が　
っ　
た　
こ　
と　
。　（　
例　
／　
五　
○　
％　
の　

イ　
ン　
フ　
レ　
率　
に　
対　
し　
、　
二　
○　
％　
の　
レ　
ー　
ト　
引　

き　
上　
げ　
）　

こ　
の　
結　
果　
、　
海　
外　
製　
品　
が　
安　
く　
な　
り　
輸　
入　

が　
急　
増　
し　
た　
が　
、　
反　
対　
に　
輸　
出　
は　
困　
難　
に　
な　

り　
、　
海　
外　
へ　
の　
輸　
出　
品　
の　
利　
益　
が　
減　
少　
し　
、　

貿　
易　
赤　
字　
が　
過　
去　
最　
高　
と　
な　
っ　
た　
。　

一　
九　
九　
九　
年　
に　
輸　
出　
額　
二　
六　
六　
億　
ド　
ル　
、　

輸　
入　
額　
四　
○　
七　
億　
ド　
ル　
と　
言　
う　
こ　
と　
で　
一　
四　

一　
億　
ド　
ル　
の　
貿　
易　
赤　
字　
を　
出　
し　
た　
ト　
ル　
コ　
だ　

っ　
た　
が　
、　
二　
○　
○　
○　
年　
に　
は　
輸　
出　
は　
三　
％　
増　

の　
二　
七　
三　
億　
ド　
ル　
、　
輸　
入　
は　
三　
三　
％　
増　
の　
五　

四　
○　
億　
ド　
ル　
に　
及　
ん　
だ　
。　

ト　
ル　
コ　
人　
が　
、　
輸　
入　
製　
品　
に　
飛　
び　
い　
た　
の　

に　
も　
無　
理　
は　
な　
く　
、　
貿　
易　
赤　
字　
は　
二　
倍　
に　
及　

ぶ　
二　
六　
七　
億　
ド　
ル　
に　
ま　
で　
跳　
ね　
上　
が　
っ　
た　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
問　
題　
に　
よ　
っ　
て　
、　
元　
来　
繊　
細　
な　

テ　
ー　
マ　
で　
あ　
っ　
た　
収　
支　
の　
開　
き　
が　
徐　
々　
に　
話　

題　
と　
し　
て　
取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

最　
終　
的　
に　
ト　
ル　
コ　
は　
深　
刻　
な　
外　
貨　
危　
機　
に　
直　

面　
す　
る　
恐　
れ　
が　
あ　
っ　
た　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
時　
期　
、　
中　
央　
銀　
行　
は　
イ　
ン　
フ　
レ　
対　
策　

と　
し　
て　
、　
必　
要　
最　
低　
限　
の　
造　
幣　
を　
行　
い　
、　
経　

済　
に　
必　
要　
な　
財　
政　
源　
を　
国　
内　
に　
入　
る　
外　
貨　
に　

比　
例　
し　
て　
政　
府　
に　
融　
資　
す　
る　
こ　
と　
が　
取　
り　
決　

め　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
各　
種　
の　
不　
安　
要　
素　
か　
ら　
外　

国　
人　
投　
資　
家　
が　
次　
々　
と　
株　
式　
市　
場　
か　
ら　
資　
金　

を　
引　
き　
出　
す　
と　
、　
銀　
行　
は　
不　
足　
部　
分　
を　
補　
う　

為　
、　
四　
苦　
八　
苦　
し　
始　
め　
た　
。　

外　
貨　
需　
要　
が　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
需　
要　
を　
上　
回　
り　
、　

外　
貨　
引　
き　
出　
さ　
れ　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
財　
政　
源　

が　
減　
少　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
金　
利　
の　
急　
騰　
の　
引　
き　

が　
ね　
と　
な　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
金　
利　
の　
高　
騰　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
、　

外　
貨　
需　
要　
は　
一　
向　
に　
減　
ら　
ず　
、　
ト　
ル　
コ　
国　
債　

を　
持　
つ　
銀　
行　
は　
ど　
ん　
ど　
ん　
損　
害　
を　
被　
っ　
て　
い　

っ　
た　
。　
こ　
の　
状　
態　
に　
お　
い　
て　
も　
中　
央　
銀　
行　
は　

Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
政　
策　
路　
線　
を　
踏　
み　
外　
さ　
ず　
、　
こ　
れ　
は　

皮　
肉　
に　
も　
経　
済　
危　
機　
を　
よ　
り　
大　
き　
く　
す　
る　
原　

因　
と　
な　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
何　
は　
と　
も　
あ　
れ　
、　
こ　
の　
一　
一　
月　

危　
機　
は　
Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
の　
追　
加　
融　
資　
の　
発　
表　
に　
よ　
っ　

て　
、　
一　
時　
的　
で　
は　
あ　
れ　
安　
穏　
に　
幕　
を　
閉　
じ　
た　
。　

一　
一　
月　
危　
機　
は　
比　
較　
的　
軽　
傷　
で　
乗　
り　
越　
え　

た　
が　
、　
デ　
ミ　
ル　
銀　
行　
よ　
う　
な　
ト　
ル　
コ　
の　
大　
手　

民　
間　
銀　
行　
が　
、　
多　
大　
な　
損　
害　
の　
為　
に　
、　
再　
び　

政　
府　
の　
預　
金　
保　
険　
基　
金　
の　
管　
理　
下　
に　
置　
か　
れ　

た　
。　
高　
度　
な　
成　
長　
と　
対　
外　
負　
債　
の　
結　
果　
引　
き　

起　
こ　
る　
、　
恐　
る　
べ　
き　
赤　
字　
問　
題　
が　
解　
消　
し　
た　

と　
も　
言　
え　
る　
。　

Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
の　
新　
ロ　
ー　
ン　
に　
よ　
り　
政　
策　
は　
さ　
ら　

に　
慎　
重　
に　
進　
め　
ら　
れ　
、　
限　
ら　
れ　
た　
期　
間　
の　
中　

で　
根　
本　
改　
革　
を　
行　
う　
為　
に　
、　
全　
て　
の　
こ　
と　
が　

暦　
通　
り　
に　
行　
わ　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　

二　
月　
危　
機　
は　

い　
か　
に　
し　
て　
起　
こ　
っ　
た　
か　
？　

時　
は　
、　
大　
き　
な　
停　
滞　
を　
見　
せ　
て　
い　
た　
。　

全　
て　
が　
険　
し　
い　
岸　
壁　
の　
ふ　
ち　
に　
置　
か　
れ　
て　

い　
る　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
、　
な　
お　
か　
つ　
一　
部　
の　
政　

治　
家　
達　
は　
自　
ら　
の　
経　
済　
影　
響　
力　
が　
失　
わ　
れ　
つ　

つ　
あ　
る　
こ　
と　
を　
恐　
れ　
て　
、　
改　
革　
を　
批　
判　
し　
て　

い　
た　
。　

内　
閣　
内　
部　
で　
も　
妥　
当　
案　
が　
組　
み　
込　
ま　
れ　
た　
。　

絶　
え　
間　
な　
く　
Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
へ　
の　
非　
難　
が　
な　
さ　
れ　
、　

政　
治　
家　
達　
が　
危　
機　
を　
生　
み　
出　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　

に　
対　
し　
て　
は　
目　
が　
瞑　つ　

ぶ　

ら　
れ　
た　
。　

再　
び　
物　
事　
が　
悪　
い　
方　
向　
に　
進　
み　
は　
じ　
め　
る　

と　
、　
も　
は　
や　
金　
融　
危　
機　
は　
い　
つ　
起　
こ　
っ　
て　
も　

お　
か　
し　
く　
な　
い　
状　
態　
で　
、　
き　
っ　
か　
け　
を　
待　
つ　

の　
み　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
引　
き　
金　
を　
引　
く　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　

の　
は　
国　
家　
安　
全　
保　
障　
評　
議　
会　
（　
Ｍ　
Ｇ　
Ｋ　
）　
で　

あ　
る　
。　
国　
家　
の　
安　
全　
保　
障　
に　
つ　
い　
て　
協　
議　
す　

る　
為　
、　
月　
に　
一　
度　
開　
か　
れ　
る　
こ　
の　
会　
議　
に　
お　

い　
て　
、　
大　
統　
領　
セ　
ゼ　
ル　
と　
首　
相　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　

ッ　
ト　
が　
不　
正　
問　
題　
で　
衝　
突　
し　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
危　
機　
発　
生　
が　
、　
ト　
ル　
コ　
史　
上　
最　
大　
の　

国　
債　
償　
還　
の　
数　
日　
前　
で　
あ　
っ　
た　
の　
も　
不　
運　
の　

一　
つ　
と　
し　
か　
言　
い　
よ　
う　
が　
な　
い　
。　

大　
蔵　
省　
は　
唯　
一　
、　
一　
ヶ　
月　
定　
期　
の　
融　
資　
を　

得　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
が　
、　
デ　
ヴ　
ァ　
リ　
ュ　
エ　
ー　

シ　
ョ　
ン　
（　
通　
貨　
の　
対　
外　
価　
値　
引　
き　
下　
げ　
）　
と　

政　
府　
の　
為　
替　
政　
策　
の　
崩　
壊　
に　
対　
す　
る　
懸　
念　
に　

よ　
っ　
て　
、　
外　
国　
為　
替　
買　
い　
が　
殺　
到　
し　
た　
。　
中　

央　
銀　
行　
は　
二　
日　
で　
七　
千　
五　
百　
万　
ド　
ル　
を　
売　
り　
、　

国　
内　
市　
場　
で　
は　
金　
利　
が　
高　
騰　
し　
た　
。　

銀　
行　
間　
で　
の　
短　
期　
預　
金　
で　
は　
一　
晩　
の　
オ　
ー　

バ　
ー　
ナ　
イ　
ト　
金　
利　
が　
七　
○　
○　
○　
％　
に　
も　
登　
っ　

た　
。　
こ　
れ　
は　
、　
例　
え　
ば　
今　
日　
一　
○　
○　
○　
ト　
ル　

コ　
リ　
ラ　
を　
銀　
行　
に　
預　
け　
た　
人　
は　
、　
明　
日　
一　
一　

九　
一　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
を　
受　
け　
取　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

る　
と　
い　
う　
こ　
と　
を　
意　
味　
す　
る　
。　
こ　
れ　
が　
数　
日　

続　
く　
と　
、　
当　
然　
銀　
行　
部　
門　
で　
の　
危　
機　
が　
引　
き　

起　
こ　
っ　
た　
。　

ま　
ず　
、　
各　
銀　
行　
に　
は　
年　
間　
四　
○　
％　
の　
利　
回　

り　
で　
一　
年　
以　
上　
の　
長　
期　
国　
債　
が　
存　
在　
し　
、　
こ　

れ　
は　
一　
晩　
ご　
と　
の　
短　
期　
預　
金　
に　
よ　
り　
資　
金　
提　

供　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
銀　
行　
に　
は　
手　
形　
だ　
け　
が　
そ　

の　
ま　
ま　
残　
り　
、　
そ　
の　
価　
値　
は　
一　
晩　
二　
○　
％　
の　

利　
回　
り　
に　
し　
か　
な　
ら　
な　
い　
。　
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こ　
の　
状　
況　
に　
は　
中　
央　
銀　
行　
も　
耐　
え　
ら　
れ　
ず　
、　

急　
遽　
政　
府　
の　
為　
替　
政　
策　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
、　
変　
動　

相　
場　
制　
に　
移　
行　
さ　
せ　
ら　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

そ　
の　
結　
果　
、　
為　
替　
レ　
ー　
ト　
は　
一　
日　
で　
四　
六　
％　

も　
上　
が　
り　
、　
一　
米　
ド　
ル　

一　
○　
○　
万　
ト　
ル　
コ　
リ　

ラ　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

「　
白　
馬　
の　
王　
子　
」　
の　
登　
場　

二　
月　
危　
機　
の　
直　
後　
、　
ト　
ル　
コ　
経　
済　
を　
熟　
知　

し　
、　
適　
切　
な　
「　
危　
機　
救　
済　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
」　
を　

作　
成　
し　
、　
海　
外　
で　
ト　
ル　
コ　
の　
経　
済　
状　
態　
を　
解　

説　
、　
弁　
護　
に　
当　
た　
る　
人　
材　
が　
必　
要　
と　
な　
っ　
た　
。　

こ　
こ　
で　
「　
ケ　
マ　
ル　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
」　
の　

名　
が　
登　
場　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

世　
界　
銀　
行　
に　
二　
二　
年　
間　
勤　
務　
し　
た　
経　
済　
学　

者　
と　
し　
て　
こ　
の　
任　
務　
に　
選　
任　
さ　
れ　
た　
時　
、　
デ　

ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
は　
世　
界　
銀　
行　
の　
貧　
困　
減　
少　
経　
済　

管　
理　
副　
長　
官　
で　
あ　
っ　
た　
。　
中　
東　
、　
北　
ア　
フ　
リ　

カ　
、　
東　
欧　
で　
こ　
の　
問　
題　

に　
つ　
い　
て　
従　
事　
す　
る　
前　

は　
、　
プ　
リ　
ン　
ス　
ト　
ン　
大　

学　
の　
教　
授　
を　
し　
て　
い　
た　
。　

一　
九　
七　
三　
年　
か　
ら　
一　
九　

七　
六　
年　
の　
間　
に　
首　
相　
エ　

ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　
ッ　
ト　
の　
経　
済　

顧　
問　
を　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　

も　
、　
重　
要　
な　
評　
価　
要　
素　

で　
あ　
る　
。　

ケ　
マ　
ル　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
が　
ま　
ず　
第　
一　
に　

発　
表　
し　
た　
提　
案　
は　
三　
段　
階　
に　
分　
け　
ら　
れ　
る　
。　

第　
一　
段　
階　
と　
し　
て　
、　
銀　
行　
部　
門　
に　
対　
す　
る　

緊　
急　
対　
策　
を　
打　
ち　
出　
し　
、　
金　
融　
市　
場　
で　
の　
不　

透　
明　
を　
解　
消　
し　
、　
危　
機　
状　
態　
か　
ら　
一　
刻　
も　
早　

く　
抜　
け　
出　
す　
こ　
と　
。　

第　
二　
段　
階　
と　
し　
て　
、　
特　
に　
金　
利　
と　
為　
替　
相　

場　
を　
固　
定　
さ　
せ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
経　
済　
単　
位　

に　
中　
期　
的　
な　
見　
通　
し　
を　
持　
た　
せ　
る　
こ　
と　
。　

第　
三　
段　
階　
と　
し　
て　
、　
マ　
ク　
ロ　
経　
済　
の　
バ　
ラ　

ン　
ス　
に　
基　
本　
を　
築　
き　
、　
下　
半　
期　
か　
ら　
は　
安　
定　

し　
た　
経　
済　
成　
長　
を　
望　
む　
こ　
と　
。　

は　
じ　
め　
の　
二　
つ　
の　
課　
題　
が　
が　
大　
き　
な　
成　
果　

と　
と　
も　
に　
達　
成　
さ　
れ　
る　
と　
、　
ケ　
マ　
ル　
・　
デ　
ル　

ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
は　
国　
内　
の　
危　
機　
を　
乗　
り　
越　
え　
る　
為　

の　
必　
須　
条　
件　
と　
し　
て　
、　
一　
五　
の　
法　
改　
正　
が　
緊　

急　
に　
行　
わ　
れ　
る　
べ　
き　
だ　
と　
し　
た　
。　

ま　
た　
同　
時　
に　
彼　
自　
身　
も　
、　
こ　
の　
危　
機　
か　
ら　

ト　
ル　
コ　
を　
救　
い　
長　
期　
的　
な　
安　
定　
を　
手　
に　
入　
れ　

る　
為　
に　
行　
わ　
れ　
る　
べ　
き　
こ　
と　
を　
国　
外　
で　
発　
表　

し　
な　
が　
ら　
、　
必　
要　
な　
資　
金　
援　
助　
獲　
得　
に　
挑　
ん　

で　
い　
た　
。　

四　
月　
中　
旬　
、　
今　
度　
は　
よ　
り　
具　
体　
的　
な　
「　
経　

済　
強　
化　
へ　
の　
移　
行　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
」　
を　
発　
表　
し　

た　
。　
こ　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
に　
は　
、　
銀　
行　
部　
門　
に　

必　
要　
な　
改　
革　
、　
公　
共　
銀　
行　
の　
経　
済　
影　
響　
力　
を　

極　
限　
化　
す　
る　
こ　
と　
、　
ト　
ル　
コ　
・　
テ　
レ　
コ　
ム　
社　

の　
民　
営　
化　
、　
ト　
ル　
コ　
航　
空　
の　
民　
営　
化　
と　
運　
賃　

の　
自　
由　
設　
定　
、　
石　
油　
、　
天　
然　
ガ　
ス　
、　
煙　
草　
産　

業　
に　
お　
け　
る　
政　
府　
管　
理　
の　
撤　
退　
、　
中　
央　
銀　
行　

を　
政　
治　
家　
の　
影　
響　
下　
か　
ら　
救　
い　
出　
し　
一　
○　

○　
％　
独　
立　
さ　
せ　
る　
な　
ど　
、　
各　
項　
目　
に　
わ　
た　
る　

計　
画　
が　
含　
ま　
れ　
て　
い　
る　
。　

結　
果　
と　
し　
て　
、　
二　
○　
○　
億　
ド　
ル　
規　
模　
の　
経　

済　
を　
持　
ち　
、　
約　
七　
○　
○　
○　
万　
人　
の　
人　
口　
を　
抱　

え　
、　
三　
○　
○　
○　
ド　
ル　
の　
Ｇ　
Ｎ　
Ｐ　
（　
国　
民　
総　
生　

産　
）　
を　
持　
ち　
、　
東　
欧　
諸　
国　
か　
ら　
中　
央　
ア　
ジ　
ア　

ま　
で　
数　
々　
の　
国　
で　
投　
資　
を　
行　
う　
革　
新　
的　
な　
実　

業　
家　
達　
が　
い　
る　
ト　
ル　
コ　
は　
、　
一　
日　
当　
た　
り　
の　

取　
引　
額　
が　
一　
二　
億　
ド　
ル　
に　
も　
及　
ぶ　
株　
式　
市　
場　

を　
持　
つ　
。　
こ　
の　
国　
家　
の　
抱　
え　
て　
い　
た　
四　
五　
○　

億　
ド　
ル　
の　
負　
債　
国　
債　
は　
、　
二　
度　
の　
経　
済　
危　
機　

で　
六　
○　
○　
億　
ド　
ル　
ま　
で　
跳　
ね　
上　
が　
っ　
た　
。　
し　

か　
し　
、　
こ　
れ　
は　
不　
可　
能　
な　
返　
済　
で　
は　
な　
い　
。　

ト　
ル　
コ　
が　
、　
こ　
の　
負　
債　
を　
持　
ち　
こ　
た　
え　
る　

に　
は　
、　
返　
済　
期　
間　
が　
問　
題　
で　
あ　
る　
。　
現　
状　
で　

は　
国　
家　
の　
税　
収　
入　
の　
九　
五　
％　
を　
金　
利　
を　
払　
う　

為　
に　
割　
り　
当　
て　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
い　
と　
い　
う　
こ　

と　
に　
な　
る　
。　
政　
府　
が　
返　
済　
能　
力　
を　
維　
持　
す　
る　

為　
に　
、　
こ　
の　
改　
革　
は　
不　
可　
欠　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

経　
済　
危　
機　
の　
そ　
の　
後　

デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
経　
済　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
は　
国　

内　
で　
国　
民　
や　
市　
場　
か　
ら　
多　
大　
な　
支　
持　
を　
持　
っ　

て　
迎　
え　
入　
れ　
ら　
れ　
た　
。　
国　
外　
市　
場　
で　
も　
、　
こ　

の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
が　
適　
応　
可　
能　
と　
判　
断　
さ　
れ　
た　

が　
、　
同　
時　
に　
政　
治　
家　
達　
へ　
の　
不　
信　
か　
ら　
、　
懸　

念　
と　
共　
に　
見　
守　
ら　
れ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
最　
後　
の　
危　
機　
に　
お　
い　
て　
、　

ト　
ル　
コ　
に　
も　
う　
他　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
は　
な　
い　
と　
理　

解　
さ　
せ　
ら　
れ　
た　
政　
治　
家　
達　
の　
逃　
げ　
道　
も　
な　
か　

っ　
た　
。　

ま　
た　
、　
こ　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
は　
特　
に　
給　
料　
労　

働　
者　
の　
献　
身　
に　
掛　
か　
っ　
て　
い　
る　
。　
現　
在　
ト　
ル　

コ　
国　
民　
の　
収　
入　
は　
、　
ド　
ル　
換　
算　
で　
殆　
ど　
半　
分　

に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
一　
方　
、　
多　
く　
の　
会　
社　

が　
倒　
産　
し　
、　
何　
十　
万　
人　
の　
失　
業　
者　
が　
路　
頭　
に　

迷　
っ　
て　
い　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
財　
政　
源　
が　
明　
ら　
か　
に　
さ　
れ　
る　
と　
、　

た　
っ　
た　
一　
週　
間　
後　
で　
変　
化　
が　
応　
じ　
、　
人　
々　
は　

将　
来　
を　
希　
望　
の　
光　
と　
共　
に　
見　
い　
だ　
す　
こ　
と　
が　

で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

ケ　
マ　
ル　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
言　
う　
よ　
う　
に　

「　
危　
機　
は　
時　
と　
し　
て　
チ　
ャ　
ン　
ス　
を　
生　
み　
出　
す　
」　
。　

時　
代　
に　
不　
相　
応　
な　
経　
済　
体　
制　
か　
ら　
ト　
ル　
コ　
を　

救　
う　
為　
に　
は　
、　
今　
回　
の　
経　
済　
危　
機　
も　
ト　
ル　
コ　

国　
家　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
大　
き　
な　
チ　
ャ　
ン　
ス　
と　
言　

え　
る　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

（　
二　
○　
○　
一　
年　
四　
月　
三　
○　
日　
）　
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